
※答申（案）  

 

令和８年１月 27日    

  

西脇市長  片  山  象  三  様  

 

 

西脇市地域福祉計画推進会議  

会長  齋  藤  周  藏  

 

 

 

西脇市地域福祉計画の策定について（答申）  

 

 

 

令和６年８月８日付き～０３７で諮問のありましたみだしのことに

ついて、西脇市地域福祉計画推進会議において審議を重ねた結果、別

添のとおり「第４次西脇市地域福祉計画（案）」を取りまとめました

ので、答申します。  

本推進会議では、市民及び団体アンケート調査によって市民意向の

把握を進めるとともに、第三次計画の取組評価や社会情勢の変化など

も踏まえながら、本市の課題を共有してきました。  

急速な人口減少やライフスタイルの多様化、また核家族や単身世帯

の増加などを背景に、様々な分野において課題が複雑化・多様化して

います。また、地域活動・地域福祉の担い手、福祉サービスを提供す

る人材の不足が懸念される状況にあります。  

本市に暮らす全ての人が、お互いにやさしさと思いやりの気持ちを

持って、つながり、助け合い・支え合いの輪を広げることで、誰一人

取り残されない安心して暮らせる地域共生社会の実現を目指していく

必要があります。  

本市の地域福祉の羅針盤となる地域福祉計画の推進に当たっては、

本推進会議の審議過程で各委員から出された意見を十分に尊重し、本

計画に定める基本理念「ほっこり  いいね・西脇市  みんなが安心・  

心つながるまちづくり  ～誰一人取り残されない  支え合うまちへ～」

の実現に努められるよう求めます。  

 


